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3.3 曲げおよび割裂引張強度 (プレーン配合) 

 図 6 および図 7 に、表 2 に示すプレーン配合の曲げ強

度と割裂引張強度を示す。いずれの特性も、ラテライト

置換率の増加に伴いわずかな増加傾向を示した。 

 この強度の改善はインターロッキング効果[2]に起因

すると考えられる。表面が滑らかで丸みを帯びた川砂と

は異なり、破砕されたラテライト粒子は粗く角張った表

面形状を有している。この表面の粗さが骨材とセメント

ペースト間の物理的な嚙み合わせを高めた。その結果、

モルタルの引張および曲げ強度に対する抵抗性が向上し

たことから、ラテライトの付着強度は川砂よりも優れて

いることが示唆された。 

3.4 混和材の影響 (ラテライト 100%) 

 次にラテライト 100%配合の更なる性能改善を目的と

して、セメントの 15%を FA および BF に置換した。図 8

に圧縮強度を示す。BF 配合はプレーンおよび FA 配合を

大きく上回り、約 54 N/mm²に達した。これは、ラテライ

トの内部水を利用してスラグの潜在水硬性が促進された

ことに起因すると考えられる。図 9 に曲げ強度を示す。

W/C 0.6 において、FA 配合はプレーンおよび BF 配合よ

りもわずかに高い強度を示した。 

3.5 混和材による引張特性および物理的性質  

 図 10 に割裂引張強度の結果を示す。BF の添加により、

付着性能が向上し、引張強度が顕著に改善された。 

 図 11 および図 12 は試験体の密度と吸水率を示してい

る。BF の添加によってモルタルの密度は増加し、それに

伴い吸水率が低下する傾向が確認された。これは、セメ

ントペーストとラテライトの構成比において、密度が増

加するほど緻密化し、吸水が抑制されることを示してい

る。 

 

4. 考察 

4.1 密度および吸水率の相関 

 図 13 に試験体の密度と圧縮強度の関係を示す。密度

が高いほど強度が大きくなるという一般的な傾向に反し、

本研究では極めて低い相関（R^2=0.0041）が観察された。

このことは、本実験における圧縮強度が材料の密度には

ほとんど支配されていないことを示唆している。 

 図 14 に吸水率と圧縮強度の関係を示す。両者の間に

は負の相関（R^2=0.5989）が認められた。吸水率の増加

にみられる空隙率の増大に伴って圧縮強度は低下してお

り、ラテライト骨材の作用が強度発現における要因とな

っていることが確認された。 

 
図 7 ラテライト置換率と割裂引張強度の関係  

 
図 8 混和材が圧縮強度に及ぼす影響  

 

図 9 混和材が曲げ強度に及ぼす影響 

 
図 10 混和材が割裂引張強度に及ぼす影響  
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